
グリーン水素へのエネルギー転換プロジェクト「Ｈ２－ＹＥＳ」における 

Ｐ２Ｇシステムの試運転開始について 
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の電力貯蔵技術研究サイトにおいて、国立研究

開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）の委託事業として、共同で

技術開発を進めてきた、再生可能エネルギーの電力でグリーン水素を製造し、化石燃料

の利用を低減させることを目的としたプロジェクト「Ｈ２－ＹＥＳ」（エイチ・ツー・イ

エス）におけるＰ２Ｇ（パワー･ツー･ガス）システムの試運転を、本日、開始しました。

Ｐ２Ｇシステムは、水の電気分解から水素を製造する技術であり、カーボンニュート

ラル社会の実現に向け、再生可能エネルギーの導入拡大と温室効果ガスの削減において、

世界的に期待されています。特に、Ｈ２－ＹＥＳでは、メガソーラーの変動する電力と、

大型の固体高分子型水電解装置により水道水から水素を作り出し、水素吸蔵合金システ

ムに水素を貯蔵するなど、安全・安心にグリーン水素を利用できるシステムを構築しま

した。将来の再生可能エネルギーの大量導入に併せ、様々な地域や場所への当該システ

ムの展開を目指して参ります。

今回の試運転は本年秋頃までを予定しており、水素の製造及び貯蔵等に係る試験調整

を行いつつ、山梨県内の工場やスーパーマーケットへ輸送し利用する一貫したシステム

により、社会実証試験を全国に先駆けて開始します。今後は、段階的に水素の製造量を

増加させ、年内を目途に、当初の計画である「１時間あたり３００Ｎｍ３、年間４５万Ｎ

ｍ３」の水素による本格的な実証試験へと移行する計画です。 

山梨県、東レ、東京電力ＨＤ及び東光高岳は、２０５０年までに温室効果ガスの排出

を実質ゼロにするカーボンニュートラル社会の実現に向け、Ｐ２Ｇシステムの更なる高

効率化・大容量化と、国内外への普及を図るとともに、エネルギー需要家の化石燃料の

利用をグリーン水素に大きく転換させるため、引き続き協力して取り組んで参ります。 
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